
高解像度近赤外線デジタルカメラを用いた
トンネルの走行型画像計測調査

１．大光量を要し、第三者車両への影響がある
２．煤けたトンネルでの亀裂抽出が困難
３．画像のシームレスな接合が困難
４．三次元データが必要で、別途３Dｽｷｬﾅｰが必要

従来型（可視光カメラ）撮影手法の問題点

今回の提案技術による改善点

近赤外線による撮影メリット

１．近赤外線照明のため、第三者への影響がない
２．煤を透過する波長のため、亀裂抽出精度が向上
３．ＳｆＭ解析を用いてシームレスな画像接合を行
うため、自動的に３Ｄ画像データが得られる。画像
接合に伴う歪みや位置精度の低下がない。

近赤外線照明とカメラ配置

近赤外線照明（ＬＥＤ）
高解像度近赤外線ｶﾒﾗ

・近赤外線は人間がみることのできない光で、
可視光より長い波長。

・近赤外線を含む光を被写体に当てると、被写
体の物質の違いにより、光の反射や吸収する
特徴の違いが画像として映る。

◎煤や苔を透過する特徴を持つため、煤けたトンネルでも0.2mmの亀裂を抽出することができる。
◎反面、大きな光量を必要とするためストロボ撮影とシャッター速度を同期させることで必要な光量を
確保する必要がある（特許申請中：特開2018-136285）。

◎ ラインセンサカメラではなく、エリアセンサカメラ（通常の二次元カメラ）を用いることにより、
SfM解析で3次元モデルを直接得ることができ、画像の位置精度を向上することができる。

システム仕様

設備全体写真

近赤外線カメラとLED（各計８台）
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